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平成 30 年度 厚生労働科学研究費補助金（肝炎等克服政策研究事業） 
分担研究報告書(院外非専門医介入班) 

 
講演会開催時における参加型デモンストレーションによる集客効果について 

 
研究分担者：松本 晶博  信州大学医学部附属病院肝疾患診療相談センター  

 
研究の要旨：C型肝炎および B型肝炎の治療が進み、現在受診中の患者についてはそ

の恩恵に与れるようになってきている。今後は、現在未受検・未受診の方をいかに

医療へと結びつけるかが課題である。今回、市民公開講座に併せて、参加型のデモ

ンストレーションを行い、未受検・未受信の方への宣伝効果を検証した。講演会参

加者は、新聞等をみて計画的に参加されており、その 8 割が自分の検査結果につい

て知っていたが、デモンストレーション参加者は、当日会場にきて始めて知って参

加しており、検査結果を知っている率は約 30％と低率であった。参加型のデモンス

トレーションを行う事は、未受検・未受信の方への効果的な宣伝になると思われた。 

 
A. 研究目的 

C 型肝炎および B 型肝炎の治療が進み、

現在受診中の患者についてはその恩恵に与

れるようになってきている。今後は、現在

未受検・未受診の方をいかに医療へと結び

つけるかが課題である。肝炎関連の講演会

では、現在、受診されている肝炎患者さん

以外の方に、いかに肝炎に興味を持っても

らうかが重要となる。今回、講演会開催時

に、参加型のデモンストレーションを行う

事で来場者数を増やすことが出来るかどう

か検討した。 

 

B. 研究方法 

2018 年 7 月 29 日に開催した肝臓学会肝

がん撲滅運動甲信越市民公開講座において、

講演会に先立ち、同一会場内で特設会場を

設けて、ウイルス肝炎検査を励行するポス

ター展示に加え、栄養計算 SAT システムに

よる栄養相談、および、フィブロスキャン

による肝硬度測定のデモンストレーション

を行った。参加者について、アンケート調

査を行い講演会への参加を呼びかけた。ア

ンケート調査は匿名で行い倫理面の問題が

無いよう配慮した。 
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C. 研究結果 

講演会参加者は 149 名であった。栄養相

談コーナーには 57 名、フィブロスキャンの

デモンストレーションには 41 名、併せて

237 名の来場者があった。アンケートへの

回答率は 116/237 名(48.9%)であった。直接

講演会に来られた方の情報源は新聞・広告

関係が最も多く 45.2%を占めていた。会場

で初めて知って参加された方は 0％であっ

た。それに対し、栄養相談およびフィブロ

スキャンのデモンストレーションに参加さ

れた方の51.2％は当日来場されて知った方

であり、17.3%が新聞・広告を見て来場され

ていた。「肝機能異常」、「C 型肝炎」、「B 型

肝炎」および「脂肪肝」についての講演を

行ったが、興味ある演題としては、講演会

へ直接参加された方がそれぞれ 22.6%, 

20.3%, 17.3%,および 24.8%とほぼ変わらず、

イベント参加者では、11.4%, 8.6%, 7.1%お

よび 12.9%とやや率は低いもののほぼ同じ

率であった。ウイルス肝炎検査については、

「検査結果を知っている」、「検査していな

い」、「検査をしたが結果を知らない」およ

び「検査したかどうか分からない」につい

て訪ねたところ、講演会直接参加者ではそ

れぞれ 78.0%, 14.0%, 2%および 6.0%であ

り、多くは検査結果を知っており現在通院

中の患者さんであった。それに対し、デモ

ンストレーション参加者ではそれぞれ

30.6%, 40.8%, 4.1%および 16.3%であり、

検査していない方および検査をしたかどう

か分からない方が多かった。  
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D. 考察 

 今回の研究では、講演会にされた方とデ

モンストレーションに参加された方との背

景が大きく異なっていることが分かった。

すなわち、講演会来場者は、あらかじめ新

聞等で開催の情報を得て参加される現在受

診中の患者が多く、デモンストレーション

参加者は、当日来場して参加される未受診

の方が多い事が分かった。しかしながら、

デモンストレーションへの参加が、必ずし

も講演会の参加には結びついていない状況

であった。また、栄養についての関心は高

く、非アルコール性脂肪性肝炎についての

項目を含めることは、来場者の増加に繋が

っていた。 

 

E. 結語 

 参加型のデモンストレーションは講演会

の開催に比べて、未受診者に肝炎への関心

を促すことが出来ると思われる。今後は、

デモンストレーションへの参加が、ウイル

ス肝炎検査受検に直接結びつく方法を検討

する必要がある。また、ウイルス肝炎に加

えて、非アルコール性脂肪性肝炎を項目に

含むことは来場者の増加に繋がると思われ

る。 

F. 健康危険情報 

なし 

 

G. 研究発表 

1. 発表論文 

なし 

 

2. 学会発表 

なし 

 

3. その他 

啓発資材 

＊ウイルス肝炎受検促進ポスター 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得   
なし 

2. 実用新案登録   
なし 

3. その他   
なし 
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